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 論文内容の要醤
 1.研究目的
 19世紀のロシア文学史の中で、女性作家、詩人の名に言及されることは極めて少ない。ノヴゴロ
 ドの遺跡調査により、ロシアでは、既に12、3世紀頃から女性たちが文学に参入していることが明
 らかになっている1。19世紀に入ると、プーシキンの登場に伴い、多くの女性作家、詩人が世に現
 れ始めた。それらの女性作家、詩人の中で、とりわけ注目に値するのは力ロリーナ・カールロヴナ
 ・パーヴロワ(旧姓や一二シ、1807～93年)である。彼女の文学創作は様々な領域に及んでいる。
 まず、最も注目されるのは、翻訳家としての業績である。1837年には、散文作家ニコライ・パーヴ
 ロフとの結婚を機に、モスクワの■文学サロンの女主入となり、ロシア詩人としてのデビューも果た
 した。1853年には、夫との離婚によりモスクワの文壇から締め出されることとなるが、その後はド
 イツのドレスデンに移り、ドイツ語で喜劇など創作している。またアレクセイ・トルストイの作品
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 をドイツ語に翻訳し続けた。
 パーヴロワについての先行研究は幾つかあるが、それらの研究は、彼女の生涯について、あるい
 は文学作品のある一面に注目して論じられている場合が多く、彼女ついての生涯と文学作品及び精
 神の関連の全体にわたって検討した研究は少ない。しかし、作家を評価するには、生涯、精神及び
 作品を関連させて考察する必要があり、また各時期に書かれた諸作品を全体的に比較考察しなけれ
 ばならないと、思われる。
 『パーヴロワ全集』(1964年版)には彼女の197篇の作品が収められており、翻訳詩を除きロシア
 語で書かれた詩作は104篇である。そのうち、r詩人」をテーマにしたのは30篇、「愛と自分の、思い」
 については44篇、残りの30篇はr歴史」、r魂」などについてのものである。歴史を題材にした詩作
 にも、歴史的なテーマの中に自身の内的テーマを盛り込んだ作風が見られる。また、代表作である
ワ
 r二重生活』は第三人称で書かれた詩小説(paCCKa3BCT}ixax)一であるが、題名からも覗えるよう
 に、それはパーヴロワ自身の記録でもある。
 興味深いことに、1875年に出版されたrわたしの回想録』(〈〈Mo}IBocnoM煕aH}∫経〉〉)では彼女の幼
 年時代から詩人になるまでの人生が描かれてはいるものの、その後の人生については言及されてい
 ない。全集の序文の中でグローモフは、パーヴロワの詩についてr愛、詩、個人の運命の急転、個
 人の運命と全体社会生活の法則の関連について書くことは、この時期(195〔)年以降一筆者注)にお
 いて決定的なものであっただけではなく、パーヴロワのすべての文学作品の流れにおいて主要かつ
 重要な方針であった。時には叙情詩のテーマの緊迫性を醸しだす特別な強さは、パーヴロワの私生
 活の出来事と緊密に繋がり、時にはその詩における明快さなどは伝記的なく言外の意味〉を論じな
 ければ理解不可能である」」と述べている。つまり、パーヴロワの詩人としての記録を彼女の詩作
 の中に捉えることはできるのだろう。
 本研究では、パーヴロワの生涯と文学活動の変遷を踏まえた上で、彼女の人生を歴史的背景の中
 で考察しながら、各時期の詩と詩小説「二重生活』について考察し、各テクストに記された内容を
 細部まで読み込むことを試みる。この作業を通じて、彼女の発した声、すなわち作品としてパーヴ
 ロワの残した言葉が、全体としてどのような世界を作り.、しげているのか、そしてその作品の世界の
 中で彼女がどのように詩人としての深層を表現したのかを探求する。
 1ユー1.1一・ミハイロヴィチ・ロートマンによると、ノウゴロトの遺跡、{1・111査の際、地中から樺皮文、ll-12、13、1・“tll紀の、樺
 皮に亥Ilんだ記録一が発掘されたが、そこて明らかになったのは、それらの文,Il二の多くは女性によってlllかれた、あるいは女
 性に宛てられたものだった。その内容は、農家や商家の一・般家庭のrr當生活を反映したものてある。したがってノウゴロト
 の女性のなかに読み書きのできる者が少なからずいたことは疑う余地がない。(ユーリー・ミハイロヴィチ・ロートマン『ロ
 シア貴族』、桑野隆・望月哲男帥渡辺雅司、訳、筑摩、ll二房、1997年、99頁。
 2『二重生活』のピ!)aCCKa3BCTHxax♪という形式について、「韻文小説」と、訳された場合かあるか、プーシキンの『エウゲ一
 二イ・オネーギン』のような「韻文小説」、つまト)韻文で書かれた物語と区別できるように、筆者はr、詩小説」に、{尺した。
 3KaponliHaHaB且oBa,Ho皿H.co6P.cTqxoTBopeHIln,FbH6刃110TeKano3Ta.。bo刀blua男cenII月∫1.,1964,c.51.
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 2.研究方法
 研究方法は、三つの面から成り立っている。
 (1)翻訳について
 パーヴロワの文学活動とは翻訳から始まり、そして翻訳に戻るという過程をたどった。文学活動
 における彼女の最大の業績とは翻訳であったとも評されている。彼女の翻訳についての筆者の関心
 とは言語文法的なものではなく(このような研究はすでにいくつかなされている)、翻訳活動の反
 復を考察することであり、「パーヴロワにとってのく多言語>とは何か」という問題を解明するこ
 とである。
 先行研究では、ケリーはパーヴロワがrロシア人以上にロシア人になりきろうとする」と指摘し
 ている4。パーヴロワは生涯の文学活動をロシアとドイツ、あるいはロシア語とドイツ語の挟間で
 続けてきたが、彼女が「ロシア人以一ヒにロシア人になりきろう」としていたのかどうかについて、
 筆者は疑問を感じている。この問題を究明するために、彼女の翻訳活動、およびロシア語での詩作
 開始の背景に焦点を絞り究明することにする。方法論としては、作家が自作について語った言説、
 つまりr自作語り」という方法を用いる。それは作者自身の言葉が、当然のごとく特別の権威を持
 って読者に迫ってくるからである。パーヴロワが自作の創造の場を明かすことは少なかったが、翻
 訳を開始する動機についての論述、夫パーヴロフの手紙、またパーヴロワ自身の長詩「クレムリン
 の対話」に関する手紙などが残されている。筆者はこれらの資料を分析し、彼女の内なる声を表す
 言葉に注目する。それによって、作者の言葉の根底にある創作への意識と内的意識を解明すること
 ができるものと思われる。
 (2)詩について
 筆者はrパーヴロワ全集』に収められたロシア語で書かれた104篇の詩を一つの広大なテクスト
 として見なし、それらの詩をいくつかのテーマに分け、年代順に研究し、その精神形成の道程を明
 確に跡づける。方法論としては、本来的な意味での作家研究というべきであるが、スタロバンスキー
 によって作り上げられたテーマ批評に近いと言えるだろう。パーヴロワの104篇の詩から〈仕事>、
 <詩人〉、〈記録>、〈女性〉という四つのテーマを取り上げ、各テーマにおいても、年代順の各作品
 の分析によって、作者の不変の思想だけではなく、外的要素によりその思想が変容する道程につい
 ても究明する。
 (3)『二重生活』について
 r二重生活』についての先行研究は既に幾つか存在しているが、それらは、パーヴロワが女性の
 4Ca亡riollaKelIy、!窪ノZ1∀`刀lv'之/'R2∫ぶr1マ～〃レ微,∫∫1`・∫1』'む・1ブ〃119/820-/992.Oxford,ClarelldonI)ress、1994.P.93,
!34
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マ 目から見事に当時のモスクワ貴族の社会を描き出していることを評価し、または主人公ッェッィリ
 ヤを当時の貴族の若い女性像の一つの典型として捉え、ある意味においては、フェミニズム批評で
 あると捉えることもできる。しかし、筆者は『二重生活』に関して、r女性と社会」という視点か
 らパーヴロワの女性教育論を論じるのは不十分なのではないかと考える。その理由とは、この作品
 が書かれた時期(1844-47年)では、パーヴロワが社会問題などに着目し始めた時期であり、本格
 的に慈善事業を組織し取り組み始めるのはその以降であるからのである。つまり、r二重生活』は
 パーヴロワが女性教育、社会問題への関心と疑問を示し始めた頃のものであり、彼女における女性
 教育の思想が表わされたものではない、と考えられる。よって、筆者は『二重生活』について、こ
 れらの視点を避け、むしろ他のアプローチによってこそ、この小説を解明する可能性があるのでは
 ないかと考える。筆者の研究方法は、まずテクストの内部に光を当てて、テクストに記された内容
 を細部まで読み取ることをめざそうとするものである。方法論上、構造主義言語学の方法や考えか
 ら多くの重要なヒントを得ているとは言える。ただし、言語学が、個々のセンテンス内部の構造た
 けを扱うのにひきかえ、そうした〈文の限界〉を超え、一個の文学テクストという、もっと大きな
 単位を研究の対象とする。こうした細部まで読み込むことで、テクストの構造を解明し、その特異
 性を明らかにする。
 また、これらの作業を行った上で、テクストの内部構造に拘泥せず、その外部にも注目する。テ
 クストを織り成す言葉は、そのテクストが書かれた時代に特有な社会的、文化的な背景と関連しな
 がら、テクストを創出した作家の経験、思想とも繋げている。そのために、筆者はテクストからひ
 とつひとつ言葉を抽出し、そのr一語」の重みを測定することから出発し、テクストの内部から外
 部へと展開していく。よって、一語一語がどのように社会、文化的背景と関連するか、また一語一
 語から成り立つテクストがどういつだ作者の,懸想によって表出されているのかを明確にすることに
 なる。
 3.論文の構成
 本論文は、序論、第1章～第5章、付録1一付録3、参考文献によって構成される。
 第i章では、7節にわけてパーヴロワの86年の生涯と文学活動の変遷について言及する。
 第2章では、パーヴロワにおけるドイツ語への翻訳一ロシア語での創作一ドイツ語への翻訳とい
 う各時期の文学活動の背景を探り、またrクレムリンの対話」を発表した際に、パーヴロワが雑誌
 r同時代人」の編集者であるパナーエフ宛ての回答文を検討する。これらの考察によって、パーヴ
 ロワにとっての「多言語」とは何か、あるいは彼女におけるドイツとロシア、ドイツ語とロシア語
 の葛藤を明らかにする。
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Y パーヴロワの文学は彼女の個人生活と密接に繋がっており、彼女の文学自体が個人生活に左右さ
 れていたとも言える。一人の女性として、彼女の人生は極めて孤独なものであり、その孤立した自
 己と外的な世界との間で、彼女は書くという行為を通じて、自己充足と自己表現を果たそうとして
 いた。パーヴロワにとって、自己表現としての創作は大きな意味を持っていた。第3章では、パー
 ヴロワの詩作を〈仕事〉、〈詩人〉、〈記録〉、<女性〉といった四つのテーマに分け、各時期で書かれ
 た詩を取り上げ、詩における表現の深層、つまりパーヴロワの内面の世界及び思想の変容過程を究
 明することを試みる。
 r二重生活。パーヴロワの記録』は1848年に出版され、rロシアの心理詩と小説の発展に大きな
 影響を与えた」5と評価されている。この小説は10章からなり、各章は散文と詩で構成されている。
 上流社会の中でごく普通の生きてきた令嬢にとっての結婚という問題を扱った作品である。作者が
 タイトルの中でこだわっているように、彼女自身は、一つの「記録」(oqePK)として、当時の上
 流社会の女性たちを取り巻いていた生活を記述しているのである。作品のもう一つの特徴は、各章
 の末尾で主人公の夢の世界を詩という手法によって描写しているという点にある。現実と夢想の二
 つの次元が散文と詩を交錯させることによって創出される独特の手法により描かれている。作品の
 持つこれらの特徴によって、『二重生活』は彼女の代表作として定着し、今日に至っている。第4
 章では、作品におけるエクリチュールの問題から始め、内部の構造、外部との関連などを考察し、
 『二重生活』がいかに主人公の物語と作者パーヴロワの記録の交錯によって、一一つの混合するテク
 ストとして構築されているのかという点を探求する。
 第5章は本論文の結論にあたる。各章で考察した結果をまとめ、ロシア女性文学史におけるパー
 ヴロワの位置づけを明らかにする。
 論文の最後に付録として、パーヴロワ年表、作品初出リスト、資料を付する。
 4.研究の結果
 第1章生涯と文学活動の変遷
 第2章パーヴロワにとってのr多言語」とは何か?一ロシアとドイツの挟間で
 パーヴロワはロシアに帰化したドイツ人の家庭に生まれ、幼い頃から優れた家庭教育を受け、特
 に言語に高い才能を有していた。この多言語と多文化という背景はパーヴロワを優れた翻訳家とし
 て成長させる際に非常に重要な要素であり、この要素は彼女の創作活動を成功へと導いた。一^方、
 彼女の人生において、この背景は同時に彼女の一生に付き纏った苦悩でもあり、ドイツとロシアと
 5Ho刀ll.co6p.cTIlxoTBopeHH汽.c.577.
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 の葛藤は彼女の文学活動の場をロシアからドイツヘと移行させた原因の一一■つでもあった。しかし、
 パーヴロワの文学活動の道程を見ると、彼女はrロシア人になりきろうとする」とは言い難い。文
 学活動の場を広げるために、あるいは、ロシア文壇に深く根付かせようとするために、彼女は夫の
 協力によってロシア文壇で一席を占めることができたが、ロシア人になりきろうとせず、自分がド
 イツ人であることを強く意識している。つまり、ロシア文壇において、彼女はロシア語とドイツ語
 の創作によって、ロシアとドイツを融合しようとするのである。
 しかし、ロシアにおいて、パーヴロワはドイツ的なものを求め、そのドイツ人性を潜在させては
 いるが、ロシア文壇から離れ、ドレスデンに移住した後、ドイツの文壇と社会の中で生活するよう
 になってからは、そのロシア人性が顕在化している。彼女はドレスデンを「異国の地」6として表
 現しており、また「ロシア詩人」として年金をもらうこととなる。つまり、ロシアとドイツとの葛藤に
 よって、パーヴロワは文学活動においても、人生においても、常に自らを「あいだ」という位置に置い
 ていたとは言える。このrあいだ」という立場の表明によって彼女はロシアとドイツのどちらの文壇に
 おいても永遠に「内なる外国人」として位置付けられることとなる。
 多言語はパーヴロワの文学活動において、特に翻訳家として成功する一要素ではあったが、その一方
 で多文化とは、彼女の人生において、ひとつに融合しつつも、融合しきれないものとして常に横たわっ
 ていたものであったと言えるだろう。
 第3章自我表現の深層一詩をめぐって
 1854年に書かれた無題の詩の中のr聖なる手仕事」という言葉は、パーヴロワを象徴する言葉であり、
 そのため、彼女が論じられる際、r聖なる手仕事」という一言によってその評価がなされることが常で
 ある。しかし、それは決して完全なこととは言えない。彼女は作品の中で詩人である自分の使命、詩人
 としての在り方を問い続けていたが、詩人である自身の性質はある時期を境に大きく変容していた。す
 なわち、パーヴロワの人生の中で「書く」という行為が持っていた意味は、<心の再生〉、〈聖なる手仕
 事〉、く仕事>という三つの段階を変遷し続けるものであった。
 パーヴロワの詩の中で最も強調されていたのは詩人と社会との関連であり、詩の中に登場する詩人の
 形象は主に〈沈黙する詩人〉である。彼女の詩における詩人とは、r利益」とr功名」のために詩作を
 するのではなく、詩を通じて世間に感銘を与え、感覚を伝える存在である。パーヴロワはこのような概
 念を用いることで解釈を試みており、く沈黙する詩人〉=<無欲の詩人>という詩人像を創出している。
 このような詩人像の創出には、プーシキンとバラトゥインスキーの影響が見られる。つまり、伝統
 61860年4月22日、ドレスデンに定住したパーウロワはメリゴノーフ宛てσ)弄紙の中て、「女ひと←)、異国の地で助けもなく、
 どこにも誰にも何の頼りもありません。一どうやって生きていこう?」と11卜いている。
 PanFoΦ,h.K.∫了aB刀oBa.八{1aTep∫1θ刀b∫刀ノ了∬f∫3y[∫eH∫f刃冴(∫∫3H1∫τBoρ【fecTB8.nr.,〈(T1)エipeMa〉〉,!916,c.71.
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「 的な〈予言者〉のイメージから脱するプーシキンとバラトゥインスキーの企図を受け継ぎ、r沈黙」
 をキーワードに、<無欲の詩人〉という新たな詩人像を構築していたのである。
 旅行記の体裁をとっているr幻想」では、1856年から61年の間に訪れた各地で書き綴った13篇の
 詩をまとめた一一つの連作詩である。連作詩の中では、旅したナポリ、コンスタンチノープル、ヴェ
 ネッィア、そしてモスクワといった各地の風景が眼前に交錯し、r魔術幻灯」(ΦaHTaCMarOP瑚)
 のスペクタクルのようにちらついては消え、そしてまたちらついては消える。そうした風景の中に、
 かつてのモスクワでの詩人としての、文学サロンの女主人としての過去と、苦悩する現在、更に再
 び詩人としての新たな未来が、彼女の目に同様に幻灯のように映されており、交錯していたのであ
 る。すなわち、「幻想」は単なる旅行記ではなく、その深層には彼女の詩人としての過去、現在、
 未来といった精神の記録と心の道程が織り込まれていると言える。
 彼女の詩の主なテーマとは〈詩人と社会>であるが、ひとりの女性として、パーヴロワは自身の
 苦悩を抱えながらも、文学作品の中でその葛藤と矛盾を描き続け、社会に対する自身の問題意識も
 提示している。しかし、パーヴロワはく女性と社会>のテーマについて、思索と共鳴を求めていた
 ものの、そこにはっきりとした答えを導き出していない。その大きな原因は彼女が置かれていた時
 代背景にあったのではないかと推測できる。これらの作品のほとんどは1840年代後半に書かれたも
 のであり、この時代には、女性の生活と教育について、ある程度は問題化される傾向があったもの
 の、それが実際の社会運動へと発展するまでには至っていなかった。言い換えるならば、ロシア社
 会がようやく女性の生活へと注目を向け始めるようになったのが、まさにこの時代だったのである。
 この時代に、パーヴロワはf乍品の中に女性の運命を描き、生活と教育などの問題を提示した。作品
 の読者である女性たちは、詩の世界を通して、現実の社会で自分自身が置かれた状況について理解
 し、自身を認識することによって、彼女たち自身が自分の生活について考え、解決へと向かおうと
 していた。それこそがまさに作者パーヴロワ自身が意図していたところだったのであると考えられ
 る。
 パーヴロワは詩の中で詩人について語り、自分を見つめ問いかける。それによって、自身におい
 ての理想と現実、矛盾と衝突がすべて詩の中で浮かびヒがっている。すなわち、詩を書くことはパー
 ヴロワにとって自分自身の最大限の自我表現であり、詩の中に詩人としての彼女の魂が刻まれてい
 ると言えるだろう。
 第4章『二重生活』論一主人公の物語と作者の記録
 『二重生活』の散文の部分では、閉塞された社会の中で、ほのかな自我への芽生えに動揺する時
 代の形象ッェツィリヤの姿が浮き彫りにされ、一一方、詩の部分では、詩人としての生き方を模索し
 ているパーヴロワ自身の詩人像が浮かび上がっている。パーヴロワは主人公の自我への芽生えを描
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 いたものの、強引に自我実現の道を示そうとはせず、詩の世界を通じ、自分自身の人生を探求し続
 けることの必要性を呈示する。つまり、彼女は散文の部分では主人公の生活と内面の世界をありの
 ままに描いており、詩の部分では、詩人としての自分の生き方を求索しながら、提案しようとして
 いた。
 コリン・ヴィリソンの作家と小説についての論説を借りれば、パーヴロワはr二重生活』の執筆
 を通じて、r一つの鏡」を創り出した。その鏡とは詩の世界であり、その中にパーヴロワは詩人と
 しての自己の姿を眺め、認識し、そして見出したのである。小説の末尾に配置されたエピローグの
 最終連ではr一つの宝物」という表現がなされている。彼女にとって、それは詩人として書くこと
 を意味しているのであり、この宝物を守り通すことによって、彼女は詩人として達成を得ることが
 できた。これを言い換えるなら、『二重生活』を執筆することによって、パーヴロワは自分の人生
 にとってのr一つの宝物」を見つけたとは言え、それはこの作品における彼女の最大のr真実」の
 であると言えるのではないだろうか。
 先行研究では、r二重生活』は・■…種のく教養小説うであると指摘されているが、それは正しいと
 は言い難い。筆者はバフチンの小説の分類と教養小説の定義に従い、主人公の性格はr静態的」で
 あり、彼女の形象もr定数」であるため、この作品は教養小説とは言えない。一方、物語は時間的
 にひと夏にしかすぎず、主人公の夢想も結婚の決定とともに終わってしまうため、そういう意味で、
 散文部分は主人公の一「冒険」であり、バフチンのいう「主人公を試練する小説」とも言える。
 また、プロローグとエピローグの分析によって明らかになったように、詩の部分では、詩人とし
 て何かを伝えることこそ自分自身に与えられた仕事であるというパーヴロワの意識形成の過程が示
 されており、詩人としてのパーヴロワの自叙伝とみなすことができる。その一方で、散文の部分は
 同時代に生きている若い女性たちの生活が描かれている小説であるが、各言葉は、パーヴロワの生
 活における出来事などを関連しており、詩の部分と同様に、彼女の記録を語っている。換言すれば、
 詩の主人公であるパーヴロワを象徴する各言葉は散文、つまり小説のテクストを紡ぎあげていると
 言える。散文と詩、小説と自叙伝、それぞれ独立し平行しているが、これらの言葉によって、小説
 は自叙伝によって主導されていると言える。このように、散文と詩が独立するこの作品は、実に詩
 によって構築された一つのテクストであり、自叙伝によって主導された一つの小説であると言える。
 さらに、散文と詩のジャンルの問題へと進めば、r二重生活』では、散文のジャンルが詩のジャ
 ンルによって主導されていると言うことができるのではないだろうか。詩が散文によって交替され
 つつあった1840年代後半に、パーヴロワは二つのジャンルが交錯する文体を試み、詩に散文を主導
 する役割をもたせようと試みた。その結果、彼女は成功し、詩のジャンルに対して一層確信をもっ
 ていった。このことは彼女にとってのもうr一つの宝物」であり、『二重生活』に秘められている
 一つのr真実」であるのではないだろうか。これらは彼女のr二重生活』以降の文学活動から立証
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 することができる。『二重生活』の構成が同時代人によって高く評価されたものの、その後、彼女
 は同じような詩と散文を交錯する作品を創作しなかった。その一方で、1859年に発表された「カド
 リール」は、同様に上流社会の女性の運命を語る作品であるが、散文ではなく、全篇を通じて、詩
 によって作り上げられており、パーヴロワの創作は彼女本来の詩のジャソルヘと戻ったのである。
 散文の時代を迎え、詩の衰退が顕著になりつつあった時期に、パーヴロワは新しい詩の可能性を追
 求し、この追求によって、自分自身にとっての、詩の新たな価値を見出したのである、と言えるの
 である。
 第5章結論
 各章で考察した結果をまとめた上で、ロシア女性文学史におけるパーヴロワの位置づけに言及す
 る。
 彼女は1830年代末から1860年代初めまで、サロンの女主人としても、一人の女性詩人としても当
 時のモスクワ文学界では無視できない存在であったと言えるが、その一一方で、カーリンスキーも指
 摘しているように、1840年代のモスクワの文壇では、パーヴロワはく女文士〉として馬鹿扱され、
 やがて60年代以降に至っては、功利主義者たちによって締め出されてしまうことになった∫。それ
 ゆえに、彼女は、決して当時の文壇で一一流詩人として認められることはなかった。しかし、パーヴ
 ロワが19世紀ロシア最大の女性詩人の一人であることは疑う余地がないだろう。サロンの女主人と
 して、積極.的に文学界へ参入したこと、また一人の女性詩人として発言権を持ち、文学界への影響
 をもたらしたことが、ロシア女性文学の成立と発展に大きな役割を果たしたのであろう。
 ロシアでは、クリミア戦争(1853-56年)の敗北後から、社会における女性の地位や教育につい
 ての問題が広く論議され始めるようになり、貴族の女性たちを中心とするグループによる女性解放
 運動が起こった。やがて60年代になると、女性運動の発展、高等教育権運動による女子大学の開学
 などといった動きに伴い、女性による出版事業が起こり、また女性向けの雑誌が盛んに出版される
 ようになる。これらの運動により、女性文学者にとっての活動の場は大きく広げられ、ようやく書
 き手、編集者、速記者など文学に関わる職業を求める女性たちの姿が増え始まる。しかし、これら
 の運動が始まる以前の40年代に、パーヴロワはヴォルコンスカや公爵夫人やロストプチナー伯爵夫
 人とともに、ロシアにおける最初に女性職業作家として創作活動を行い、ロシア女性文学の成立を
 強く促したと言えるだろう。
 1848年に出版された『二重生活』で、パーヴロワは、女性の視点から上流社会の生活を描き、お
 ぼろげながらも自分の人生に疑問をもつ、当時の時代背景を反映した女性像を提示した。文学作品
 サイモン・カーリンスキー『知られざるマリーナ・ツヴェターエワ』、亀III郁夫訳、晶文社、1992年、144『1。
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▲ の中で時代を反映した形象の提示が後の社会における女性解放運動とどのように関連していくのか
 という問題は、今後さらに注目されるべきであろう。
 論文審査結果の要旨
 本論文はカロリーナ・パーヴロワの詩と詩小説『二重生活』についての、ロシアとドイツの両文
 化に身をおいた作者の生涯と創作の変遷を視野に入れた、作品世界を構成するr声」の深層表現の
 解明、およびこれに基づく作家像の再構築を目的としている。序章および第1～5章からなる本文
 構成である。
 ig世紀ロシアのドイツ系作家・詩人カロリーナ・カールロヴナ・パーヴロワの文学創作は翻訳、
 詩作、散文の様々な領域に及んでいる。第1章では、このロシア最初の女流文学者の生涯と文学活
 動の変遷をたどっている。第2章では、第1章で素描したパーヴロワにおけるドイツ語による詩作、
 ロシア語での創作、ロシア作品のドイツ語への翻訳という各時期の文学活動の背景を文化論的に探
 っている。第3章では、パーヴロワの詩作を〈仕事>、〈詩人>、〈記録〉、〈女性〉の各テーマに区分
 し、各時期に書かれた詩を取り上げ、詩における表現の深層、即ちパーヴロワの内面の世界及び思
 想の変容過程を究明している。第4章では、ロシアの心理詩と小説に大きな影響を与えた代表作、
 詩小説r二重生活』が、虚構世界の主人公の物語と作者パーヴロワの生の記憶の交錯によって、い
 かにして一つの詩文混成体として構築されているのかについて、バフチンなどの「声」、多声性理
 論を下敷きにして探求している。第5章は本論文の結論にあたる。ロシア女性文学史におけるパー
 ヴロワの萩たな位置づけを行っている。
 本論文が最も評価できる点は、ロシアにおける研究者本人の文献調査も踏まえ、パーヴロワの「詩
 と真実」について、先行研究にはない精度と量で明らかにしたことである。ロシア本国においても、
 これほど充実した作家論的研究は見当たらないだろう。女性解放の時代の前の、サロンの主催者と
 しての活躍、ドイツ語作品を発表したことによる文壇との相克、二文化間のアイデンティティーの
 ゆらぎが作品にいかに反映しているかを綿密に定位し、スラブ派詩人としての安易な文学史上の位
 置づけを廃している。ディコンストラクションなどの理解に若干未熟な点が見られることが瑕疵と
 はなっているが、それを上回る実証性を評価する。ただし、パーヴロワが晩年を過ごしたドイツに
 おける文学活動については、困難が見込まれるものの、さらなる資料の発掘と分析が課題となろう。
 また、資料に付された原詩の日本語訳について、解釈の問題点が若干指摘された。
 以上により、本審査委員会は、この論文に基づいて、李暁明氏が自立して研究活動を行うに必要
 な高度の研究能力と学識を有すると判断した。本論文を博士(国際文化)の学位論文として合格と
 認める所以である。
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